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「健やか親子21」と病児保育事業

一般社団法人 全国病児保育協議会 副会長　　大  川  洋  二

　「健やか親子21」は母子保健の2014年までの国
民運動計画です。21は21世紀を表し、今世紀の母
子保健の主要な取り組みを提示するビジョンです。
厚労省の指導の下、多くの関係者関連団体が一体
となって推進する国民運動計画です。
　わが国で急速に進行する少子化に対する活動で
あって子どもを安心して産み、健やかにゆとりあ
る育児環境を形成するための取り組みです。この
計画は2001年から2010年までの計画でしたが延
長され2014年までとなりました。2013年までに
これまでの成果をまとめ2014年は新しい計画の策
定となります。この活動を行うために健やか親子
21推進協議会が組織されその参加団体は85団体で
す。保育関係は本協議会以外には日本保育園保健
協議会、学会関係では日本小児科学会、日本小児
科医会、その他母子愛育会、日本医師会、母子衛
生研究会などが参加しています。
　協議会の活動は４つのテーマのもとそれぞれ幹
事会を中心に行われています。
　課題１幹事会は日本児童青年精神医学会を中心
とする関係８団体で構成されています。ここでは
不登校への支援、10代の自殺、妊娠、喫煙、肥満
や食欲不振症など思春期にかかわる諸問題に取り
組んでいます。
　課題２幹事会は日本周産期・新生児学会が中心と
なり関係５団体で構成されています。テーマは「妊
娠出産に関する安全性と快適さの確保と不妊への支
援」です。快適な妊娠出産環境は出産後の母子の絆
を強化し、母親の育児に能力の強化と子の良好な成
長、発達に繋がるとしています。今回は特に新生児
集中治療室での母子の皮膚接触を示すカンガルーケ
アの言葉が、概念や定義のないまま正期産新生児で
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の早期母子接触まで使われ
ている危険性を指摘してい
ました。正期産新生児での早期母子接触にはそれに
応じた実施基準が必要とされます。
　課題３幹事会は全国保健所長会が代表団体であ
り、日本小児科医会、母子衛生研究会にて構成さ
れています。テーマは「小児保健医療水準を維持・
向上させるための環境整備」です。ここでは小児
保健医療水準の改善、ＳＩＤＳ対策、子どもの事
故と共に病児支援が謳われています。ここでの病
児支援はプレールームや院内学級等子どもの権利
を尊重した入院環境の改善や慢性疾患での在宅医
療の確保、改善でした。
　課題４は日本小児保健教会を中心に日本栄養士
会、日本小児保健協会、小児神経学会などから構
成されています。テーマは「子どもの心の安らか
な発達の促進と育児不安の軽減」です。
　報告後の質疑応答では協議会を代表として質問
しました。病児保育としてかかわれる課題は課題
３の病児支援です。この組織では現在家庭での病
児への看護の在り方に対する支援が欠如している
ことを指摘しました。病児保育事業をとうしての
支援は病児に対して最善の成育環境をもたらし、
病気の早期回復に貢献するだけではなく、発達へ
の支援さらに保護者への病児に対する接し方への
アドバイスも可能とします。このことは虐待防止
効果ともなり、結果的に就労支援にも直結する支
援のあり方であると発言しました。
　まだまだ私たちが望む認知度には到達していな
いようです。今後あらゆる機会を使って協議会の
活動、病児保育専門士制度などへの取り組みをア
ピールすることが重要です。
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芳賀 幸子ライオンのこどもべや

　平成24年12月２日（日）に、東京支部合同研修
会が新宿のＮＳビルで行われました。東京だけでは
なく、埼玉・千葉・神奈川など他県からも参加して
いただき、実りのある勉強会となりました。
　最初の講義は、会長の稲見先生より「病児保育総
論」を、私たちが目指す保育や施設での役目、病児
保育の専門性を高める病児保育専門士について、ま
た法人化に伴い国・自治体・協議会のあり方などを
伺う事が出来ました。
　次は、横井こどもクリニックの横井先生から「子
どもに多い病気と危険な症状」として、咳の違いを
実践して頂きました。クループの咳・気管支異物の
咳・喘息の咳など、講義を受けている私達の方が苦
しくなる程、熱心に教えて頂き明日への保育に役立
つ内容ばかりでした。
　厚生労働省の橋本様による「今後の病児保育の展
望」は、子ども・子育て関連３法を。東京都福祉局
少子社会対策部支援課の日向係長様より「東京都に
おける保育支援」として、お迎えサービスや駅前施
設への助成の話を中心に話しをして頂きました。そ
して板橋医師会病院の泉先生より「板橋医師会病院
から追加発言」について、お迎えサービス付き病児

病後児保育室の話をお聞きしました。迎えはタク
シーで行き、付き添いは看護師が行うとの事。働く
親御さんにとっては、心強い病児病後児保育室と思
いました。
　最後は、みるく病児保育室の永野さんから「病児
保育士の保育看護及び病児保育専門士認定制度」に
ついてを、お話して頂き、ある事例に沿って、保育・
看護の視点から、皆さんで意見を出し合い、改めて
保育と看護の重要性を話し合いました。病児保育専
門士の認定を受け、安心安全な環境の中で保育する
大切さを更に学んで行きたいと思いました。

　大分県には、現在、全国病児保育協議会に加入
している病児・病後児保育施設が12施設あります。
昨年度より病児保育の質の向上を図ることを目的
に、県内の病児・病後児保育施設を対象に研修会を
開催しています。
　今年度の研修会は、３月31日（日）に開催しま
した。県内の病児・病後児保育施設から５施設、合
計23名の参加がありました。今年度は「薬」を研
修テーマにしました。
　まず、大分こども病院・医療技術部部長の木下博
子先生より、「くすりの飲ませ方・使い方～こなぐ
すりと坐薬～」をテーマに講演していただきました。
　子どもの特徴をふまえた薬の飲ませ方の工夫や、
薬の成分、投薬時の注意点など薬に関しての基礎知
識や正しい服薬方法を学ぶことができ、実際、病児
保育に携わる私たちが児にお薬を飲ませる際、疑問
に思っていたことや、困っていたことが即、解決で
きる内容でした。薬剤師と直接お話しをする機会の
少ない保育士よりいろんな質問が挙がりとても有意
義でした。
　続いて行ったグループワークでは「病児保育にお

東  京  支  部  報  告東  京  支  部  報  告

平成24年度 全国病児保育協議会 大分県支部研修会平成24年度 全国病児保育協議会 大分県支部研修会

 津﨑 さおり大分こども病院 キッズケアルーム
看護師

一般社団法人 全国病児保育協議会ニュース

ける投薬について」をテーマに１．内服管理の現状
や困っていること、２．自施設での服薬時の工夫に
ついて、３．各施設のインシデントの事例を取り上
げ意見交換しました。
　他施設の方との意見交換により情報を共有するこ
とができ、各施設が抱えている問題解決の糸口と
なったようです。
　今後もこのような研修会を通して、大分県内の病
児保育の質の向上を図り、保護者が安心して利用で
きる環境作りを行っていきたいと思います。
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　介護老人保健施設『寺田ガーデン』では、子育て中の女性が働きやすい職場環境を提供するために、
病児保育室『ミッキー』が 2008 年４月に開設され、もう５年になります。その間、お預かりする病
気のお子さんとその母親を通して、働く母親を取りまく色んな問題、個々人の問題から社会、政治の
問題まで、多くの問題を経験させていただきました。それらの中には、母親への指導で解決できるこ
とから、制度上の整備を必要とするものまで、多岐にわたります。
　ただ自信を持って言えることは、病児保育所がもっと多く必要であることと、もっと利用しやすく
するための国の施策上の改善が必須であること、です。わが国の経済的制約から、病児保育室への助
成も縮小されている現況下で、私達が本当に必要な福祉や教育（母親教育も含め、学校教育や社会教
育）とは何かを、真剣に考えることの大切さを痛感しています。今後も病児保育室『ミッキー』をよ
り利用しやすい、充実した保育所に育てていきたいと念願しています。

加盟施設紹介加盟施設紹介

施 設 名
医療法人 和光会 山田病院
病児・病後児保育園「ミッキー」

所 在 地 〒 501-0104 岐阜県岐阜市寺田7丁目86番地
TEL：058-255-1221
http：//www.wakokai.or.jp/kosodate/mickey.html

記入者名 理事長　地守研三（施設長　三牧孝至）

開 設 日 平成20年４月１日

定　  員 ６人

スタッフ 医師１名　看護師1名　保育士２名　 合計４名

加盟施設紹介

子どもたちの笑顔！スタッフの喜び！嬉しいこと、楽しいこと、大変なこと、ガンバッタこと、
病児保育の “今 ”を全国のみんなと分かち合いませんか！広報委員会では各施設からの保育室
の様子を写真とコメントで大募集 !!「いいね！」が一番多い投稿は？

－ 募集内容は５月に郵送でお知らせしますのでしばらくお待ちください －

広報の部屋 in山口
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　第一回　「病児保育専門士　資格認定講習会」を

開催いたしました。

　４月 13・14日に、東京八重洲ホールにて、病児

保育専門士の資格認定講習会を開催いたしました。

今回の、講習会には定員

の２倍のお申し込みを頂

き、委員会内で調整を

させていただいた結果、

81 名の方が受講されま

した。

　皆さんとても熱心に講

義を受けられ、「受けて

良かった」「もやもやし

ながら病児保育をやって

きたけれど理論づけられ

てよかった」との声を頂

きました。

　顧問の帆足英一先生より、病児保育制度のことな

ど詳しく学びました。

稲見会長の開会あいさつ

　日本橋消防署の救命士の方から、実習で蘇生法や

AEDの使い方を学びました。実際に、人形を使っ

ての蘇生法は、初めての方も多く、好評でした。

第一回  病児保育専門士 資格認定講習会

インシデント

薬

病児保育総論

救 命

　インシデント委員会の向田先生より、インシデン

トの発生する確率などを学びました。また、協議会

のインシデントシステムのmims のお話もしていた

だき、早速講習

後に「使いたい

ので、申し込み

先を教えてほし

い」との声が２

～３件ありまし

た。

　大分こども病院の薬剤師木下先生からの、薬につ

いてのお話しは、みんな真剣にメモを取っていらっ

しゃる姿が印象的でした。

　この他、研修委員会の帆足暁子先生の、保育看護

の実際では、DVDを見ながらの講習の後、自分の

保育看護についての課題を記載する時間がありまし

た。

　15 分という短い時間で、皆さん真剣に自分の、

保育看護をふりかえることができたとの声が聞かれ

ました。

　また、研修委員会の看護師佐藤里美さんの病児の

看護①②では、病児保育にくる子どもたちの症例を、

詳しく紹介していただきました。

　感染症対策委員会の医師大川洋二先生による小児

医学②では、子どもの感染症に対してのお話しを理

論的にお話しいただきました。標準予防策の基本に
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講　　　　　座　　　　　名

病児の保育 ⑤ ( 異年齢児保育について )

病児の保育 ⑥ ( 病児保育計画立案や記録 )

病児の看護 ① ( 観察法・看護方法 )

病児の看護 ② ( 必要なケア緊急時の対応 )

病児の看護 ③（安静の理解と対応）

リスクマネジメント ① ( 救命入門　実技 )

リスクマネジメント ② ( 事故予防・安全対策 )

ワークショップヒヤリハット事例検討

実践研究のすすめ方

事務連絡レポート提出についてなど

「やさしく見守ろう」　～ みんなちがって みんないい ～

第23回

日時：平成25年７月14日（日）～15日（祝） 
場所：ANAクラウンプラザホテル 宇部

会　頭：鈴木 英太郎
事務局：鈴木小児科医院 （山口県宇部市）

資格認定講習会プログラム紹介
　病児保育専門士の講習会ブログラムってどんなものですか ?との質問を頂きましたのでここで簡単

にご紹介いたします。

全国病児保育研究大会 in 山口

ついては、今年度の山口での全国研修会で、感染症

対策委員会で詳しく講義があるとのことでした。

　２日間で、12時間というハードな講義でしたが、

熱い空気が流れる講習会でした。

　東京会場は締め切っておりますが、大阪会場が

10 月 26・27 日 11 月９・10 日と開催予定です。

申し込みについては、各施設へお知らせいたします。

講　　　　　座　　　　　名

オリエンテーション

病児保育総論

小児医学 ① ( 身心の発達と病気 )

小児医学 ② ( 子どもがかかる感染症 )

小児医学 ③ ( 薬について )

保育看護の実際 (保育看護のDVD使用 )

病児の保育 ① ( 生活習慣への対応 )

病児の保育 ② ( 遊びへの対応 )

病児の保育 ③ ( 発達障害・心理対応 )

病児の保育 ④ ( 保護者理解 )

69gou.indd   Sec1:5 2013/05/08   9:33:11



2013年（平成25年）５月１日（6）第69号

協議会ニュースに関するお問い合わせ先

一般社団法人 全国病児保育協議会 広報委員会
担当：みるく病児保育室 永 野 和 子

〒860－0056 熊本市西区新土河原２丁目８－34
TEL.096－351－8825　FAX.096－351－8830

E-mail：npomilk2@cream.plala.or.jp

昼ごはん、施設紹介、聞きたい！の各コーナーを再開し
ました。厚労省訪問、病児保育認定士制度、研究大会 in
山口のご案内と盛りだくさんの内容です。皆さまからの
ご意見もお聞かせいただきより充実したニュースをお届
けしたいと思いますので、ご意見・ご感想などをお寄せ
ください。　　　　　　　　　（広報委員　岸本　範子）

一般社団法人 全国病児保育協議会ニュース

施設名：いなさこどもデイケア「ボンクラージュ」
（平野医院内）

定　員：４名
突撃！保育室の
お昼ごはん

『口内炎がひどくて痛みが強い時に、お勧めの
メニュー、おやつ、これは駄目だったというメ
ニュー、おやつを教えてください！』　(看護師）

Question

◎クリームシチューや、茶碗蒸しは、食べやすかった様です。（保育士）
◎とろみがあったり、つるっとしたものは、比較的食べやす
い様ですね。うどんでもご飯でも、給食のおかずを薄味
にして、あんかけにしてもらいます。（看護師）

　この方法であれば、特別に用意してもらわなくても、工夫
次第で食べられそうです。

　他にも、プリン、ゼリー、子供用のゼリー飲料などで水分
補給をされてるとのご意見がありました。
　工夫が必要だった例としては、「りんごジュースなら大丈
夫と思いましたが、100％の物はしみたようでした。薄める
と大丈夫でした。（看護師）」とのご意見がありました。
　今回もご協力をありがとうございました。

Answer

「みんなに聞きたい！」コーナーでは、皆さんからのご質
問、ご意見を募集しています。日々の保育看護でのちょっ
とした疑問、質問など、どんどんお寄せ下さいね！お待
ちしています。

郵　便：〒080－0038 北海道帯広市西15条北４丁目２－７
ＦＡＸ：0155－67－1141
E-mail：hinatabokko-kikitai@memoad.jp
　　　　　　　　　　　　　　　  「ひなたぼっこ」  常丸宛

皆さんの施設では、どんなおもちゃを揃えてらっしゃいますか？初めてだったり、慣れない環境に
おいて、病児保育室のおもちゃの役割は大きいですね。ぜひお勧めのおもちゃを教えてください。

次回の
Question

『初めてや、慣れないお子さんにも人気のおもちゃを教えてください』(看護師）

　病児保育 ボン・クラージュでは医院併設型の施設で、調理室を完備し、数人の
調理員が手作りで毎日、子供達に食事やおやつが提供できる環境を整えています。
食事は離乳食 (前期・中期・後期 )・普通食 (小・大 )・アレルギー食・お粥食と分け、
症状・年齢に応じた食事内容となっています。野菜や肉、魚などの食品を少しで
も多く食べてもらえるようにワンプレートにし、デザートやスープ等を添えてお
子様ランチ風に盛り付けしています。彩りもよく子供達は喜んで食べてくれます。
食物アレルギーのお子さまには、事前に保護者から禁忌食品調査の上、個々の除
去食表を作成し、スタッフ間の連携をとりながら
安心して食べてもらえるよう一人ひとりに対応し
ています。ちなみにボン・クラージュとはフラン
ス語で「がんばってね」という意味です。スタッ
フの職能を発揮し子ども達に栄養と休息をとって
もらうことで一日でも早く元気になってほしいと
の願いを込めています。

今回の献立は
こちら

〔３歳児から５歳児　普通食（小）〕
ごはん、豆腐のみそ汁、やきそば、根野菜の煮物、
シューマイ、ポテトサラダ、デザート（バナナ、
リンゴ、キウイ、みかん）、ゼリー

『突撃！保育室のお昼ごはん』では保育室の昼食を
ご紹介します。昼食のみならず、人気メニューや昼
食に関すること、取り組んでいることなどのたくさ
んの情報をお待ちしております！次号掲載の締め切
りは５月 31日です。宛先は、広報担当 岸本まで。

お詫び：ニュース68号 7ｐ 委員会名簿 の 研修委員会　（誤） 山内　浩二 → （正） 内山　浩志 先生　訂正してお詫び申し上げます。
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